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5
月
14
日
、
當
麻
寺
で
「
練
供
養
」

の
名
で
知
ら
れ
る
伝
統
行
事
「
聖し

ょ
う
じ
�衆

来ら
い
ご
う迎
練ね

り
く
よ
う

供
養
会え

式し
き

」
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

練
供
養
は
、
奈
良
時
代
の
右
大
臣
の

娘
、
中
将
姫
が
一
夜
に
し
て
蓮
糸
で
曼

陀
羅
を
織
り
上
げ
、
生
き
な
が
ら
成
仏

し
た
と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
で
平
安
時

代
に
始
ま
っ
た
伝
統
行
事
で
す
。

　

中
将
姫
の
命
日
に
あ
た
る
こ
の
日
に

毎
年
営
ま
れ
て
お
り
、
今
年
も
境
内
は

参
拝
者
で
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ

ど
混
雑
し
て
ま
し
た
。
境
内
に
は
極
楽

浄
土
に
見
立
て
た
本
堂
と
、
人
間
界
を

表
し
た
娑
婆
堂
と
の
間
に
約
1
1
0
ｍ

の
「
来
迎
橋
」
が
設
け
ら
れ
、
雅
楽
が

響
く
中
、
観
音
菩
薩
が
娑
婆
堂
で
中
将

姫
を
迎
え
、
真
新
し
い
菩
薩
面
を
二
上

山
に
沈
み
ゆ
く
夕
陽
に
輝
か
せ
な
が
ら

本
堂
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
を
埋
め
た
参
加
者
や
観
光
客
ら

は
、
西
日
を
受
け
な
が
ら
繰
り
広
げ
ら

れ
る
、き
ら
び
や
か
で
厳

お
ご
そ

か
な
「
仮
面
劇
」

を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

練
供
養

　

屋
敷
山
公
園
一
帯
で
5
月
3
日
・
4

日
の
両
日
、
各
種
団
体
協
力
に
よ
る
公

園
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
模
擬
店
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
作
品
展
・
野の

だ
て点

・

長
ぐ
つ
と
ば
し
大
会
・
花
の
苗
配
布
・

映
画
鑑
賞
会
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
家
族
連
れ
や
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
レ
ジ
�
ー
シ
ー
ト
を
広

げ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
で
も
芝
生
広
場
で
は
日
差
し
の
厳

し
い
中
、
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
・
太
鼓
演
奏
・

野
外
劇
場
・
演
舞
・
吹
奏
楽
・
大
道
芸

な
ど
を
家
族
で
楽
し
ま
れ
、
会
場
の
笑

い
声
と
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

風
薫
る
五
月 

�
公
園
ま
つ
り
開
催
�

葛
城
物
語
探
訪

　

恒
例
の
岳
の
ぼ
り
が
4
月
23
日
、
二

上
山
美
化
促
進
協
議
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
来
岳
の
ぼ
り
は
、
農
事
の
始
ま
る

こ
の
時
期
に
二
上
山
に
の
ぼ
り
、
豊
作

祈
願
を
し
た
も
の
で
す
が
、
今
は
更
に

ゴ
ミ
を
拾
い
、
二
上
山
の
美
化
を
通
じ

て
郷
土
の
自
然
を
見
直
し
、
こ
の
伝
統

行
事
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
、

2
市
1
町
（
葛
城
市
・
香
芝
市
・
南
河

内
郡
太
子
町
）
を
あ
げ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に

ふ
れ
よ
う
と
當
麻
小
学
校
全
児
童
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、「
み
ん

な
と
登
れ
て
楽
し
か
っ
た
。」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

岳
の
ぼ
り

　

4
月
27
日
、
葛
城
市
観
光
協
会
主
催

の
「
葛
城
物
語
探
訪
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
内
外
か
ら
1
0
0
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
當
麻
寺
や
石
光
寺
な
ど
を
経

て
、
相
撲
館
に
至
る
約
12　

の
道
の
り

を
、
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ガ
イ
ド
の
会
に
よ

る
歴
史
説
明
を
受
け
な
が
ら
歩
か
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
者
健
康
管
理
休
養

セ
ン
タ
ー
で
の
、「
白
鳳
座
」
の
和
太
鼓

演
奏
、「
け
は
や
相
撲
甚
句
会
」
に
よ
る

甚
句
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
歴
史
の
あ
る
ま
ち
を
回

る
こ
と
が
で
き
楽
し
か
っ
た
。
ガ
イ
ド

の
説
明
も
と
て
も
良
か
っ
た
。」
な
ど
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

km
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大
人
に
な
る
節
目
の

日
、
成
人
式
。

　

こ
の
一
生
に
一
度
の

記
念
す
べ
き
成
人
式
を

自
分
達
の
手
で
企
画
・

運
営
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
平
成
21
年
成
人
式

を
、
新
成
人
と
共
に
作

り
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
方
、

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象

：

昭
和
63
年
4
月
2
日
～

平
成
元
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

締　

切

：

6
月
25
日
（
水
）

申　

込

：

生
涯
学
習
課

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で

「
成
人
式
を
自
ら
の
手
で
…
」

～
2
0
0
9
成
人
式
～ 

を

一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
！

葛
城
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

平
成
20
年
7
月
19
日
に
任
期
満
了
と

な
る
、
農
業
委
員
の
選
挙
を
統
一
選
挙

と
し
て
次
の
日
程（
予
定
）で
行
い
ま
す
。

▼
告
示
日

‥

6
月
29
日
（
日
）

▼
選
挙
期
日

‥

7
月
6
日
（
日
）

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

	

☎
（
69
）
3
0
0
1
ま
で

	
	
	

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

	
	
	

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

の
再
発
行
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

を
紛
失
、
ま
た
は
盗
難
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
、
保
険
証
の
発
行
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
保
険
証
は
、
医
療
機
関
等
で
受
診
す

る
場
合
の
保
険
資
格
を
証
明
す
る
大
切
な

も
の
で
す
。
ま
た
、保
険
医
療
機
関
以
外（
金

融
機
関
等
）
に
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
と

し
て
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

紛
失
、
ま
た
は
盗
難
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
、
他
人
に
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
最
寄
り
の
警
察
に
「
盗
難
届
」

「
紛
失
届
」
等
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
再
発
行

は
次
の
と
お
り
市
民
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

①
必
ず
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
等
、
顔
写
真
の
入
っ
た
公
的
機
関
の

証
明
書
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
他
人
で
あ
る
第
三
者
に
交
付
で
き
な
い
た

　

め
、身
分
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

身
分
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
後
日
世

　

帯
主
宛
に
保
険
証
を
郵
送
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
同
居
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
以
外
が
再

発
行
の
手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
必
ず

委
任
状
と
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証

明
証
と
認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
後
日
、

世
帯
主
宛
に
保
険
証
を
郵
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申

請
書
に
記
入
捺
印
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
ず
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
認
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

も
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
・
・
・

　

交
通
事
故
な
ど
、
加
害
者
の
行
為
に
よ
り

受
け
た
傷
病
に
よ
る
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
を
使

わ
ず
に
加
害
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
支
払
が
遅
れ
る
場

合
や
、
加
害
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、
市
民
課
へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
国

保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

国
保
で
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず
示

談
の
前
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
届

け
出
後
に
加
害
者
と
示
談
を
結
ぶ
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
市
民
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
で
受
け
ら
れ
た
診
療
に
つ
い
て
は
、

国
保
が
負
担
し
た
額
を
、
後
日
、
被
害
者
に

代
わ
り
、
加
害
者
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○
示
談
は
慎
重
に
!

　

届
け
出
る
前
に
示
談
が
成
立
し
て
い
た

り
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
て
い

た
り
す
る
と
、
国
保
で
は
治
療
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

● 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

● 

印
鑑

　

● 

交
通
事
故
証
明
書

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

も
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

○
警
察
に
連
絡
・
・
・

　
　

必
ず
警
察
に
連
絡
し
、
事
故
の
確

　

認
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
の
確
認
・
・
・

　
　

相
手
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、

　

車
の
ナ
ン
バ
ー
、
免
許
証
、
加
入
保

　

険
な
ど
の
必
要
事
項
を
確
認
し
ま

　

し
ょ
う
。
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国
民
年
金
保
険
料
を
『
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
』
で
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

1
�
国
民
年
金
保
険
料
の
ク
レ
ジ
�

ト
カ
�
ド
支
払
い
に
つ
い
て

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
事
前

に
申
込
用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
以
後
、

将
来
の
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
に
請
求
す

る
方
法
で
す
。

●
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
直
接
ご
提
示
、
お
支
払
い
い
た
だ

く
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
過
去
の
未
払
い
分
に
つ
い
て
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2
�
お
支
払
い
方
法

　

毎
月
支
払
い
、
1
年
分
支
払
い
（
前
納
）、

半
年
分
支
払
い
（
前
納
）
の
3
と
お
り
の
お

支
払
い
方
法
が
あ
り
ま
す
。

3
�
対
象
と
な
る
保
険
料
等

●
お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険
料
は
、「
定

額
保
険
料
」
お
よ
び
「
付
加
保
険
料
込
み
の

定
額
保
険
料
」
と
な
り
ま
す
。

（
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
口
座
振

替
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払
回
数
は
、
1
回

払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。（
分
割
払
い
や
リ

ボ
払
い
等
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

4
�
お
申
し
込
み
方
法

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
を
ご
希
望

の
場
合
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
大
和
高
田
社
会
保
険

事
務
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
は
、
社
会
保
険
事

務
所
、
市
役
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sia.go.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

5
�
ご
利
用
い
た
だ
け
る

ク
レ
ジ
�
ト
カ
�
ド

　

次
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

・
イ
オ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
N
C
日
商
連
・

O
M
C
・
O
C
・
O
r
i
c
o
・
セ
ゾ
ン
・

J
C
B
・
ダ
イ
ナ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
ジ
�
ッ

ク
ス
・
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
�
イ
ナ
ン
ス
・
東

急
・
ト
ヨ
タ
フ
�
イ
ナ
ン
ス
・
日
専
連
・
三

井
住
友
・
三
菱
U
F
J
ニ
コ
ス
・
モ
デ
ル

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ヤ
フ
ー
・
ラ
イ
フ
・
U
C
・

V
I
S
A
・
M
a
s
t
e
r

※
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
カ
ー
ド
も
ご
ざ

い
ま
す
。
詳
し
く
は
カ
ー
ド
発
行
会
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6
�
そ
の
他

●
3
月
1
日
以
降
に
前
納
を
お
申
し
込
み

い
た
だ
い
た
場
合
は
、
次
の
前
納
期
（
4
月

ま
た
は
10
月
）
ま
で
は
、
毎
月
支
払
い
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
後
、
カ
ー
ド
会
社
に
確
認
を

行
い
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
が
確
認
で

き
次
第
、
お
客
様
に
カ
ー
ド
支
払
い
開
始
の

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
カ
ー
ド
会
社
へ
の
確
認
の
結
果
、
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

そ
の
際
は
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
旨
を
ご

連
絡
す
る
と
と
も
に
、
お
申
し
込
み
前
の
支

払
い
方
法
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
カ
ー
ド
名
義
人
の
続
柄
が
本
人
・
配
偶
者

以
外
の
場
合
、
電
話
ま
た
は
文
書
で
同
意
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

 

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

　

葛
城
市
在
住
の

2
歳
児
（
未
就
園

児
）
と
そ
の
親
子

を
対
象
に
、
栄
養

士
の
石
沢
先
生
を

お
迎
え
し
て
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

親
子
で
簡
単
な
食
事
を
作
っ
て
一
緒

に
食
べ
ま
せ
ん
か
？

日　

時

‥

7
月
7
日
（

月
）

午
前
10
時
～

場　

所

‥

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
栄
養
指
導
室
）

対
象
児

‥

平
成
17
年
4
月
2
日
～
平
成

　

17
年
7
月
31
日
生
ま
れ
の
親
子
24
組

申　

込

‥

6
月
10
日
か
ら
、
子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
で
電
話
に
て
受
け
付
け

　

ま
す
。

※
親
子
料
理
教
室
は
、
年
間
3
回
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

☎
（
69
）
5
2
4
1
ま
で

葛
城
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

　

葛
城
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者

の
方
に
安
定
な
経
営
を
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
経
営
安
定
の
為
の
「
運
転
資

金
」、
近
代
化
に
必
要
な
「
設
備
資
金
」

の
資
金
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

融
資
限
度
額
、
融
資
期
間
等
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
商
工
観
光
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︵
商
工
観
光
課
︶
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●
●
●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
●
●
●

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
の
が
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
！

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
月
も
認
知
症
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
今
月
は
「
認
知
症
の

診
断
・
治
療
」
に
つ
い
て
で
す
。

☆
認
知
症
の
診
断
・
治
療

　

認
知
症
は
治
ら
な
い
病
気
だ
か
ら
病
院

に
行
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
人
が
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
っ
た
考
え
で
す
。
認
知

症
に
つ
い
て
も
早
期
受
診
、
早
期
診
断
、
早

期
治
療
は
非
常
に
重
要
で
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
以
下
の
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
治
る
病
気
や
一
時
的
な
症
状
の
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
以
外
の
病
気
が
原
因
で
認
知
症

の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
は
適
切
な
治
療
で

良
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
放

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
症
状
が
悪
化
し
た

り
、
回
復
が
不
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
一
日

も
早
く
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
治
療
に
よ
っ
て
症
状
を
緩
和
し
た
り
、
進

行
を
遅
ら
せ
た
り
で
き
ま
す
。

↓
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で
は
、
薬
で
進
行
を

　

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
早
く
使
い
始
め

　

る
と
健
康

　

な
時
間
を

　

長
く
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
副
作
用
が
で
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
）

↓
脳
血
管
性
認
知
症
は
脳
血
管
障
害
の
再

　

発
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
進
行
を

　

止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

↓
幻
覚
、
妄
想
な
ど
の
精
神
症
状
に
は
薬
物

　

療
法
や
心
理
療
法
な
ど
で
症
状
を
緩
和

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
病
気
が
理
解
で
き
る
時
点
で
受
診
し
、
少

し
ず
つ
理
解
を
深
め
て
い
け
ば
生
活
上
の

障
害
を
軽
減
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
障
害
が
重
く
な
っ
た
と
き
の
準
備
や
手

配
を
し
て
お
け
ば
、
認
知
症
で
あ
っ
て
も
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
全
う
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

認
知
症
は
予
防
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
か
ら
認
知
症

に
強
い
脳
を
つ
く
る
た
め
に
有
効
な
方
法

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

☆
次
回
、
広
報
7
月
号
で
は
﹁
認
知
症
の
予

防
﹂
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
�︵高

齢
福
祉
課
︶

「
日
常
生
活
に
関
す
る
質
問
票
」
を
返
信
し
て
く
だ
さ
い
!!

　

65
歳
以
上
の
人
全
員
（
要
介
護
、
要
支

援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

に
、
介
護
予
防
に
係
る
日
常
生
活
に
関
す
る

質
問
票
を
5
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

6
月
末
日
ま
で
に
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
�

何
の
た
め
に
？

　

介
護
予
防
事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
に
、「
日
常
生
活
に
関
す
る
質
問
票
」

等
で
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

方
（
特
定
高
齢
者
）
を
早
期
に
把
握
し
、
介

護
予
防
に
つ
い
て
の
相
談
、
教
室
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

介護予防事業参加までの流れ
「日常生活に関する質問票」の案内が届く

「日常生活に関する質問票」に記入する

返信用封筒に入れてポストに投函する

特定高齢者の基準に該当しない人 特定高齢者の基準に該当した人

結果通知

生活機能評価を受ける（医療機関）

特定高齢者介護予防事業へ
参加しましょう

★特定高齢者運動指導教室
（ゆうあいふれあい教室）

★特定高齢者認知症予防教室
★特定高齢者訪問指導

一般高齢者介護予防事業へ
参加しましょう

★はつらつ健康教室（軽い体操）
★誰でもできる水中運動教室

↓

↓

↓ ↓

↓

↓

↓ ↓ ↓

◎生活機能評価の内容
（診察、問診、身体計測、心電図、血液検査など）

1～ 2カ月後
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◎詳しくは、税務課まで

平成 20 年度の国民健康保険税についてお知らせします
　平成20年4月から「後期高齢者医療制度」が創設されたことに伴い、国民健康保険税の制度が改正されました。
　これまでの国民健康保険税は、医療分と介護保険分（40歳から 64歳まで）を合算した額でしたが、新たに
後期高齢者支援金分が加わることになります。
　後期高齢者支援金分とは、これまで医療分に含まれていた老人保健制度への拠出金相当分を医療分と区分し、
後期高齢者医療制度を支援するために 74歳までの被保険者の方に対して賦課されるものです。
　なお、保険税率等については医療分と支援金分とが区分されたのみで変更はありませんが、課税限度額は医
療分 53万円から医療分と支援金分を合わせて 59万円に引き上げとなりましたので、ご理解ご協力をお願いし
ます。

所得割率 資産割率 均等割額 平等割額 限度額
医　療　分 6.2/100 30/100 25,000 円 26,000 円 530,000 円
介　護　分 1.0/100 5/100 7,000 円 4,800 円 90,000 円

所得割率 資産割率 均等割額 平等割額 限度額
医　療　分 4.6/100 26/100 21,000 円 21,000 円 470,000 円
支 援 金 分 1.6/100 4/100 4,000 円 5,000 円 120,000 円
介　護　分 1.0/100 5/100 7,000 円 4,800 円 90,000 円

◎	国民健康保険税の軽減について（申請不要）
　平成19年中の所得が、次の所得基準を下回る世帯については、国民健康保険税の均等割額と平等割額が減額
されます。（ただし世帯全員の所得を申告されていることが必要です。）
　なお、本年度より 2割軽減についても、申請が不要となりました。

所得の基準（擬制世帯主および特定同一世帯所属者を含む世帯の所得合計）
7 割軽減 33 万円以下
5 割軽減 33 万円＋ 24.5 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下（いずれも世帯主を除く）
2 割軽減 33 万円＋ 35万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

　特定同一世帯所属者……後期高齢者医療制度の創設に伴い、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行さ
　　　　　　　　　　　　れる方を移行月以後 5年を経過する月までの間は、軽減判定時において継続して同
　　　　　　　　　　　　一の世帯に属する者とみなすことをいいます。

◎	後期高齢者医療制度の創設に伴う緩和措置
①	国民健康保険に加入している世帯で、75歳以上の方などが後期高齢者医療制度に移行し、75歳未満の方が
　引き続き国民健康保険に加入することになる場合
　(1)今までと同様の軽減措置が受けられるよう、特定同一世帯所属者の所得および人数を含めて国民健康保
　　険税の軽減判定を行います。（最大 5年間・申請不要）
　(2)同一の世帯に属する国民健康保険被保険者が、国民健康保険単身世帯となった場合（特定世帯といいます。）	
　　は、医療分と支援金分の平等割額が半額になります。（最大 5年間・申請不要）
② 75 歳以上の方などが、社会保険などの被用者保険から後期高齢者医療制度に移行することにより、当該被
　保険者の被扶養者から国民健康保険の被保険者となり、新たに国民健康保険税を負担される方のうち、65歳
　から 74歳までの方の負担軽減措置として、申請により 2年間、所得割額・資産割額の免除と均等割額の減
　額が適用となります。なお、被保険者が 1人の場合は、平等割額についても半額となります。（該当者にはご
　案内させていただきます。）

◎	国民健康保険税の特別徴収
　被保険者全員が 65歳から 74歳である世帯で、次のすべての事項にあてはまる方の国民健康保険税は、原則
として 10月より世帯主の年金から徴収（天引き）されることになります。
　●世帯主自身が国民健康保険の被保険者となっている。●特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上で
　ある。●介護保険料の特別徴収対象者である。●国民健康保険税と介護保険料の合計額が年金受給額の 2分
　の 1を超えない。

●平成 19 年度の税率および税額

●平成 20 年度の税率および税額
↓
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 展 示 会	　　春季企画展
『ちっちゃなお道具さん　ーミニチュア古今東西ー』

　会　期 ‥開催中	～	6 月 29日（日）

　入館料 ‥通常の入館料をいただきます。

  公開講座
『葛城学へのいざない』（第 3 回）

「ミニチュア炊飯具とともに葬られた人びと」
　日　時 ‥6月15日（日）午後2時から

　　　　　※	日曜日の開催です。ご注意ください。

　講　師 ‥卜部　行弘	氏

（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館学芸員）

　会　場 ‥歴史博物館 2階「あかねホール」

　定　員 ‥100 名程度

　申　込 ‥電話または、直接窓口にて受付

◎詳しくは、歴史博物館　☎（64）1414 まで

歴史博物館からのお知らせ

第十二回葛城歌壇短歌募集
　葛城市は、遥か白鳳の昔には、万葉歌人柿本人麻呂の生地とし
て、また近年においては、日本芸術院会員	前川佐美雄氏の出身
地として短歌には縁の深い土地です。
　古代・現代の二人の偉大な歌人を記念して葛城市の生涯学習の
拠点づくりと短歌のふるさと「葛城」を目指し短歌の募集を行い
ます。

●応募方法 ‥一人二首以内（自作未発表作品）
　（応募作品の著作権は新庄図書館に帰属する）
　応募用紙または原稿用紙に、作品、住所、名前、年齢、電話番
　号を記入（作品・名前に必ずフリガナ）
●出詠料 ‥市内在住者は無料
●応募締切 ‥8 月 31日（当日消印有効）
●発表会 ‥11 月 16日（日）歴史博物館あかねホール
●賞 ‥柿本人麻呂賞・前川佐美雄賞　ほか
●選　者 ‥英保志郎	氏・鏑木正雄	氏・筒井早苗	氏・	松岡裕子	氏
●応募先 ‥新庄図書館（〒 639-2137　葛城市南藤井 70-1）

◎詳しくは、新庄図書館　☎（69）4646 まで

	児童手当受給者の
皆さんへ

　児童手当を受給されている方

は、毎年 6月中（土・日は除く。）

に、《児童手当現況届》を児童

福祉課に提出してください。

　この届出は、受給者の前年の

所得状況と毎年 6月 1日現在の

養育状況などを確認するための

ものです。

　この届出をされないと、引き

続き受給資格があっても、手当

を受けることができなくなりま

すので、必ず提出してください。

◎詳しくは、児童福祉課まで
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春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

軟
式
野
球

優　

勝　

ク
ラ
イ
キ
ー
ズ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

準
優
勝　

モ
ッ
チ
ー
ズ

第
3
位　

ブ
レ
ー
ブ
ス

ソ
フ
ト
ボ
�
ル

優　

勝　

シ
�
ー
プ

準
優
勝　

尺
土
ク
ラ
ブ

第
3
位　

當
麻
ク
ラ
ブ

第
3
位　

新
庄
ス
タ
ー
ズ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

喜
多　

聡　
（
疋
田
）

　
　
　
　

藤
岡　

淳　
（
疋
田
）

準
優
勝　

和
田　

健
二
（
忍
海
）

　
　
　
　

白
石　

栄
一
（
北
花
内
）

第
3
位　

生
野　

恵
章
（
北
花
内
）

　
　
　
　

山
本　

勉　
（
柿
本
）

●
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

実
盛
か
お
る
（
北
花
内
）

　
　
　
　

玉
野　

裕
子
（
尺
土
）

準
優
勝　

神
坂　

由
枝
（
疋
田
）

　
　
　
　

林
谷
み
つ
子
（
南
道
穂
）

第
3
位　

松
尾　

妙
子
（
西
室
）

　
　
　
　

鎌
田　

悠
子
（
林
堂
）

●
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

藤
本　

広
大
（
疋
田
）

　
　
　
　

日
吉　

淘
汰
（
寺
口
）

準
優
勝　

山
口　

裕
作
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

吉
川　

雄
大
（
北
花
内
）

第
3
位　

前
川　

亮
介
（
北
花
内
）

　
　
　
　

中
村　

晃
士
（
笛
堂
）

第
3
位　

筧　
　

慎
也
（
北
花
内
）

　
　
　
　

藤
崎　

晃
啓
（
柿
本
）

●
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

佃
井　

り
さ
（
竹
内
）

　
　
　
　

吉
原　

綾
香
（
勝
根
）

準
優
勝　

中　

真
里
奈
（
竹
内
）

　
　
　
　

房
本　

沙
季
（
尺
土
）

第
3
位　

藤
原　

奈
央
（
疋
田
）

　
　
　
　

岡
本　

誌
歩
（
笛
堂
）

第
3
位　

乾　
　

美
凛
（
尺
土
）

　
　
　
　

小
路　

早
姫
（
當
麻
）

バ
レ
�
ボ
�
ル

優　

勝　

7
Ｕ
Ｐ

準
優
勝　

当
麻
ひ
ま
わ
り

第
3
位　

當
麻
ク
ラ
ブ

テ
ニ
ス

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス 

優　

勝　

中　
　

公
宏
（
疋
田
）

　
　
　
　

河
合　

康
輔
（
大
屋
）

準
優
勝　

藤
井　

夕
希
（
北
花
内
）

　
　
　
　

吉
村　

祐
哉
（
新
庄
）

第
3
位　

大
垣　

繁
和
（
尺
土
）

　
　
　
　

吉
川　

孝　
（
加
守
）

第
3
位　

葛
原　

英
一
（
疋
田
）

　
　
　
　

中
井　

謙
之
（
北
花
内
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

優　

勝　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

　
　
　
　

竹
橋　

直
美
（
葛
木
）

準
優
勝　

池
田　

博
子
（
竹
内
）

　
　
　
　

西
川　

雅
子
（
北
花
内
）

第
3
位　

吉
川　

操　
（
新
庄
）

　
　
　
　

中
林　

京
子
（
新
庄
）

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

森
島　

慎
一
（
薑
）

準
優
勝　

藤
井　

秀
章
（
薑
）

第
3
位　

吉
村　

祐
哉
（
新
庄
）

第
3
位　

奥
本　

恵
計
（
當
麻
）

●
男
子
壮
年
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

水
本　

雅
英
（
北
花
内
）

準
優
勝　

市
川　

雄
治
（
中
戸
）

第
3
位　

西
川　

康
博
（
太
田
）

第
3
位　

高
橋　

雅
宏
（
大
屋
）

︵
敬
称
略
︶

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

準
優
勝　

酒
井　

克
子
（
疋
田
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

越
部
孝
佳
代
（
北
花
内
）

　
　
　
　

尾
崎　

健
治
（
北
花
内
）

準
優
勝　

竹
橋　

直
美
（
葛
木
）

　
　
　
　

竹
橋　

正
明
（
葛
木
）

第
3
位　

藤
間
香
奈
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

吉
田　

祐　
（
疋
田
）

第
3
位　

酒
井　

克
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

高
橋　

雅
宏
（
大
屋
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン	

●
男
子
1
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

宇
野　

慎
一
（
長
尾
）

　
　
　
　

小
林　

秀
規
（
新
庄
）

準
優
勝　

中
井
戸
資
廣
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

尾
家　

昌
之
（
疋
田
）

第
3
位　

高
谷　

誠　
（
加
守
）

　
　
　
　

佐
藤　

信
次
（
北
花
内
）

第
3
位　

菊
池　

隆　
（
尺
土
）

　
　
　
　

横
山　

慎
也
（
八
川
）

●
男
子
2
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

上
田　

泰
夫
（
加
守
）

　
　
　
　

吉
田　

鈴　
（
當
麻
）

準
優
勝　

金
澤　

滋　
（
當
麻
）

　
　
　
　

小
西　

正
美
（
西
室
）

第
3
位　

會　
　

友
吾
（
長
尾
）

　
　
　
　

浦
野　

文
夫
（
笛
堂
）

第
3
位　

葛
本　

和
格
（
太
田
）

　
　
　
　

井
上　

隆
章
（
尺
土
）

●
女
子
1
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

堀
川　

純
世
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

小
松　

裕
美
（
北
花
内
）

準
優
勝　

坂
井　

鈴
子
（
竹
内
）

　
　
　
　

金
沢　

正
子
（
疋
田
）

第
3
位　

亀
田　

直
子
（
新
町
）

　
　
　
　

村
上　

優
衣
（
疋
田
）

第
3
位　

重
清
江
里
子
（
南
花
内
）

　
　
　
　

小
林
美
喜
子
（
新
庄
）

●
女
子
2
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

中
島　

恵
子
（
勝
根
）

　
　
　
　

宇
野
菜
緒
子
（
長
尾
）

準
優
勝　

藤
川
奈
津
美
（
尺
土
）

　
　
　
　

長
屋　

和
子
（
尺
土
）

第
3
位　

小
西　

早
苗
（
西
室
）

　
　
　
　

福
森　

久
代
（
笛
堂
）

第
3
位　

竹
下　

安
代
（
八
川
）

　
　
　
　

博
田　

和
代
（
八
川
）

●
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

吉
田　

夢　
（
當
麻
）

　
　
　
　

川
本　

未
歩
（
加
守
）

準
優
勝　

吉
田　

衣
里
（
南
今
市
）

　
　
　
　

宮
内　

麻
伊
（
長
尾
）

第
3
位　

隠
岐　

美
聡
（
八
川
）

　
　
　
　

桝
井
友
加
里
（
加
守
）

第
3
位　

岡　
　

鈴
香
（
加
守
）

　
　
　
　

中
川　

奈
美
（
當
麻
）

●
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

川
本　

麻
衣
（
加
守
）	

　
　
　
　

田
中　

優
花
（
當
麻
）

準
優
勝　

塚
原　

菜
緒
（
當
麻
）

　
　
　
　

田
中　

楓　
（
八
川
）

第
3
位　

横
山
恵
里
香
（
八
川
）

　
　
　
　

宇
野　

元
貴
（
長
尾
）

第
3
位　

森
村　

誠
斗
（
長
尾
）

　
　
　
　

原　
　

和
起
（
疋
田
）

●
ミ
�
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
1
部

優　

勝　

田
中　

泰
弘
（
忍
海
）

　
　
　
　

佐
藤　

信
次
（
北
花
内
）

準
優
勝　

村
上　

優
衣
（
疋
田
）

　
　
　
　

宇
野　

慎
一
（
長
尾
）

第
3
位　

堀
川　

純
世
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

和
田　

多
持
（
中
戸
）

第
3
位　

金
沢　

正
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

吉
村　

正
一
（
北
花
内
）

●
ミ
�
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

横
山
恵
里
香
（
八
川
）

　
　
　
　

吉
田　

鈴　
（
當
麻
）

準
優
勝　

貝
崎　

啓
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

横
山　

慎
也
（
八
川
）

第
3
位　

中
川　

奈
美
（
當
麻
）

　
　
　
　

小
西　

早
苗
（
西
室
）

第
3
位　

中
島　

恵
子
（
勝
根
）

　
　
　
　

宮
内　

麻
伊
（
長
尾
）

バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル

●
一
般
男
子

優　

勝　

Ｂ
Ｂ
Ｃ

準
優
勝　

新
庄
ク
ラ
ブ

第
3
位　

キ
ン
グ
ス

第
3
位　

白
鳳
ヤ
ン
グ

●
一
般
女
子

優　

勝　

新
庄
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

ク
ラ
イ
ミ
ー
ズ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

優　

勝　

尾
崎　

惣
次
（
長
尾
）

準
優
勝　

佐
藤　

良
介
（
兵
家
）

第
3
位　

寺
田　

久
子
（
長
尾
）

ゲ
�
ト
ボ
�
ル

優　

勝　

辻
井　

勝　
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

山
本　

明
光
（
新
在
家
）

　
　
　
　

福
井　

静
子
（
弁
之
庄
）

　
　
　
　

本
田
キ
ヌ
エ
（
林
堂
）

　
　
　
　

黒
川　

幸
子
（
疋
田
）

準
優
勝　

河
合　

延
子
（
弁
之
庄
）

　
　
　
　

吉
村　

弘
子
（
南
今
市
）

　
　
　
　

和
田　

郁
夫
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

森
本　

幸
代
（
疋
田
）

　
　
　
　

中
井　

松
弘
（
染
野
）

第
3
位　

弓
場　

千
里
（
弁
之
庄
）

　
　
　
　

山
本　

教
嗣
（
新
在
家
）

　
　
　
　

瀬
尾　

康
行
（
尺
土
）

　
　
　
　

田
中　

留
男
（
當
麻
）

柔 

道

●
一
般
男
子

優　

勝　

花
田　

規
秀
（
新
町
）

準
優
勝　

飯
田　

庸
允
（
長
尾
）

第
3
位　

青
木　

将
義
（
長
尾
）

第
3
位　

浅
野　

祐
一
（
新
町
）

︵
体
育
振
興
課
︶
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肝炎医療費の助成制度

☆健康相談
　●日時：6月 10日（火）・25日（水）

　●受付：午前 10時～ 11時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：6月 11日（水）・12日（木）
　●受付：午前 10時～ 11時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：6月 26日（木）・27日（金）
　◆受付：午前 10時～ 11時
　◆場所：新庄健康福祉センター

　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

　奈良県では肝炎医療費の助成制度を設けています。概要は次のとおりです。
　1．対象となる疾患
　　・Ｂ型ウイルス性肝炎	 ・Ｃ型ウイルス性肝炎
　2．対象者
　　次の項目を全て満たす方が対象となります。
　　　①住所が奈良県内であること。　②対象となる疾患（Ｂ型・Ｃ型ウイルス性肝炎）と診断され、かつ、
　　　肝炎インターフェロン治療受給者の認定基準を満たしていること。　③各種健康保険の被保険者または
　　　その被扶養者であること。
　3．対象となる医療
　　●Ｂ型およびＣ型肝炎ウイルスの制御を目的として行うインターフェロン治療で保険適用となっているもの
　　●インターフェロン治療を実施する為の検査等　●入院時の食事代、居住費等は助成の対象外となります
　助成制度の詳しい内容や、申請の手続方法に関するお問い合わせは、
	 	 葛城保健所　健康増進課　感染症係　☎（22）1701 へお問い合わせください。

（健康増進課）

　「8020 運動」という言葉を耳にされたことはありますか。
　これは、「80歳で自分の歯を 20本以上保とう」という取り組みです。自分の歯で食事することは、“食べ
る楽しみ”を与えてくれます。それは、健康で豊かな人生を過ごす上での重要な要素の一つと言えるでしょう。
　葛城市では“8020”に向けて、歯の健康づくりに取り組んでおり、健康なまちづくり計画「きらり葛城
21」では、歯みがき習慣の普及、乳幼児からの歯の健康づくりなどに取り組んでいます。その効果の一つと
して、各年齢で実施している健康診査でのむし歯保有率は、低下傾向にあるといえます（下記グラフ参考）。
　また、今年度は「お楽しみ付き健診」
と称して、各種集団健診の待ち時間を利
用して、歯周病予防に関する啓発を行っ
ています。40歳以降に歯を失う原因の大
半は、歯周病によるものです。歯周病と
その予防法に関する正しい知識を普及し、
8020 運動を実現していきます。
　さぁ、皆さんも“8020”を目指して、
健
けんこう

口づくりに取り組みましょう！

毎年 6月 4日から 10 日は、「歯の衛生週間」です
～ご存知ですか「8

はちまるにいまる

020 運動」～
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

　男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十
分に発揮することができる男女共同参画社会の形成に向けて、平成 11年 6月 23日、男女共同参画社会基本法
が公布・施行されました。
　この基本法の目的および基本理念に関する国民の理解を深め、男女共同参画社会の形成の促進を図るため、
平成 13年度から「男女共同参画週間」が実施されています。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」。
その実現のためには政府や地方公共団体だけでなく、皆さん一人ひとりの取り組みが必要です。私たちのまわ
りの男女のパートナーシップについてこの機会に考えてみませんか？	　

平成20年度標語　　「わかちあう　仕事も家庭も喜びも」

（人権政策課）

6 月 23 日から 29 日までは、
「男女共同参画週間」です

　奈良県立教育研究所本館（大講座室）におきまして、次の日程表のとおり「人権教育セミナー」が実施されます。
ご家族、お知り合いをお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

平成20年度「人権教育セミナー」日程表

平成 20 年度「人権教育セミナー」

月 / 日（曜日） 演　　　　題 講　　　師

6 月 25日（水） 「子ども、児童虐待の実態と対策」
奈良県中央子ども家庭相談センター	
　こども支援課長　笹川　宏樹　氏

7月 16日（水） 「発達障害児の思春期と二次障害の予防のシナリオ」
宮川医療少年院	
　院　長　小栗　正幸　氏

9月 24日（水）
「男女共同参画社会の実現をめぐる課題と展望」	
－これからの「男女共同参画」に求められる

新たな発想とは？－

三重大学人文学部	
　准教授　石阪　督規　氏

10月 28日（火） 「人権文化の創造と多文化共生に向けて」
大阪大学人間科学研究科	
　教　授　平沢　安政　氏

12月 3日（水） 「地域社会と人権」
奈良県立同和問題関係史料センター	
　所　長　吉田栄治郎　氏

◎場　　所	 奈良県立教育研究所本館（大講座室）
	 	 	 〒 636 － 0344　奈良県磯城郡田原本町秦庄 22－ 1（近鉄笠縫駅から西へ徒歩 8分）
◎受付時間	 午前　9時 50分	～ 10時 20分
◎講義時間	 午前 10時 20分	～	正午
◎連 絡 先	 奈良県社会教育センター　☎ 0744（32）5912
＊午前 7時以降、奈良県北部に気象警報（大雨・洪水・暴風等）が発令されているときは講座は中止になります。
＊駐車スペースに限りがありますので、公共の交通機関をご利用ください。
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●
●
●　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
●
●
●

︵
平
成
21
年
5
月
31
日
ま
で
︶

▽
▼
１
１
９
コ
�
ナ
�
▲
△

44
月
中
月
中

　

火
災
⋮

　

火
災
⋮
11
件　

救
急
⋮

件　

救
急
⋮
9898
件　
　
　

件　
　
　

救
助
⋮

救
助
⋮
22
件件

本
年
の
累
計

本
年
の
累
計

　

火
災
⋮

　

火
災
⋮
33
件　

救
急
⋮

件　

救
急
⋮
33
99
22
件　

救
助
⋮

件　

救
助
⋮
88
件件

危
険
物
安
全
週
間

6
月
8
日
�
14
日

安
全
へ
確
か
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
保
守
点
検（
全
国
統
一
標
語
）

　

私
達
の
社
会
に
は
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
等
の
「
危
険
物
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
燃
料
と
し
て

使
う
ほ
か
塗
料
や
化
粧
品
等
さ

ま
ざ
ま
な
化
学
製
品
の
原
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
物
を
取
り
扱

う
場
合
、
そ
の
危
険
性
を
よ
く

知
り
、
正
し
い
取
り
扱
い
方
を

身
に
つ
け
、
火
災
な
ど
の
災
害

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の
事

項
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆ 

危
険
物
の
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

●
ガ
ソ
リ
ン
を
ポ
リ
容
器
で
保
管
す
る
こ
と
は
、
法
律
で

　

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
保
管
場
所
は
直
射
日
光
を
避
け
、
高
温
、
火
気
を
使
う

　

場
所
か
ら
遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ス
プ
レ
�
缶
等
の
容
器
に
表
示
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項

　

を
よ
く
読
ん
で
か
ら
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。
︵
消
防
署
︶

つ
け
ま
し
た
か
？　

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
!

　

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
全
国
一
律
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等

の
取
り
付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
取
り
付
け
が
必
要

で
す
。

・
既
存
住
宅
は
、
平
成
21
年
5
月
31
日
ま
で
に
取
り
付
け
が
必
要

で
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
時
に
大
切
な
事
は
、
早
期
発
見
、
早
期
避
難

で
す
。
そ
の
た
め
、
火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

設
置
さ
れ
た
方
は
、
消
防
署
予
防
課
へ
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
�
う
�

　

高
額
な
料
金
や
設
置
手
数
料
を
請
求
し
た

り
、
暴
力
的
な
言
動
で
の
販
売
や
消
防
署
か

ら
の
指
導
を
装
っ
た
り
す
る
な
ど
の
悪
質
な

訪
問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●●●	設置場所	●●●

●●●	取り付け方	●●●



月  祝 

［全席指定］（税込み）一般　¥5,500　友の会　¥5,000　 
（当日券 500円増） （1会員につき2枚まで） 

● 一　般　5月17日G 10：00（電話予約　13：00） 
● 友の会先行電話予約　5月10日G 10：00～ チケット発売日 

※未就学児の入場はできません。 

【前売り場所】新庄文化会館事務所　チケットぴあ：Ｐコード　290－027　ローソンチケット：Ｌコード　52869 
■主催 : 葛城市　■お問い合わせ : 葛城市新庄文化会館　TEL. 0745－69－4600 
■提供 : クリケット　■企画制作 : MSエンタテインメント・プランニング 

葛城市新庄文化会館 
             （マルベリーホール） 

／

至法隆寺 至法隆寺 至香芝 

至大阪 至大阪 国道165号線 

新庄文化会館 
マルベリーホール 

近鉄高田駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

近鉄 
新庄駅 
近鉄 
新庄駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

県
道
御
所
・
香
芝
線（
山
麓
線
） 

南阪奈道路 南阪奈道路 高田バイパス 
近鉄高田市駅 近鉄高田市駅 

国
道
24
号
線 

月  祝 

［全席指定］（税込み）一般　¥5,500　友の会　¥5,000　 
（当日券 500円増） （1会員につき2枚まで） 

● 一　般　5月17日G 10：00（電話予約　13：00） 
● 友の会先行電話予約　5月10日G 10：00～ チケット発売日 

※未就学児の入場はできません。 

【前売り場所】新庄文化会館事務所　チケットぴあ：Ｐコード　290－027　ローソンチケット：Ｌコード　52869 
■主催 : 葛城市　■お問い合わせ : 葛城市新庄文化会館　TEL. 0745－69－4600 
■提供 : クリケット　■企画制作 : MSエンタテインメント・プランニング 

葛城市新庄文化会館 
             （マルベリーホール） 

／

至法隆寺 至法隆寺 至香芝 

至大阪 至大阪 国道165号線 

新庄文化会館 
マルベリーホール 

近鉄高田駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

近鉄 
新庄駅 
近鉄 
新庄駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

県
道
御
所
・
香
芝
線（
山
麓
線
） 

南阪奈道路 南阪奈道路 高田バイパス 
近鉄高田市駅 近鉄高田市駅 

国
道
24
号
線 
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月  祝 

［全席指定］（税込み）一般　¥5,500　友の会　¥5,000　 
（当日券 500円増） （1会員につき2枚まで） 

● 一　般　5月17日G 10：00（電話予約　13：00） 
● 友の会先行電話予約　5月10日G 10：00～ チケット発売日 

※未就学児の入場はできません。 

【前売り場所】新庄文化会館事務所　チケットぴあ：Ｐコード　290－027　ローソンチケット：Ｌコード　52869 
■主催 : 葛城市　■お問い合わせ : 葛城市新庄文化会館　TEL. 0745－69－4600 
■提供 : クリケット　■企画制作 : MSエンタテインメント・プランニング 

葛城市新庄文化会館 
             （マルベリーホール） 

／

至法隆寺 至法隆寺 至香芝 

至大阪 至大阪 国道165号線 

新庄文化会館 
マルベリーホール 

近鉄高田駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

近鉄 
新庄駅 
近鉄 
新庄駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

県
道
御
所
・
香
芝
線（
山
麓
線
） 

南阪奈道路 南阪奈道路 高田バイパス 
近鉄高田市駅 近鉄高田市駅 

国
道
24
号
線 

6月1日～7月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

 6/ 27(金)～ 29(日)

6

7

1

15

3

5

日

日

木

土

月　　　　　　　　日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

◎お問い合わせ　		新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

14：00

13：00

10：00

  8

15

  6

日

日

日

  當麻文化会館映画鑑賞会
「マリと子犬の物語」
  ジュニアエレクト－ンフェスティバル
  エレクトーンステージ  2008  末吉楽器店大会

  葛城市文化協会歌謡連合会発表会

無　料

無　料

無　料

當麻文化会館

株式会社末吉楽器店

葛城市文化協会歌謡連合会

月　　　　　　　　日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

	1 	2 	3 	4 	5 	6 	7 	8 	9 101112 15161713

日 木木金水 火水月火 土日月 金 火土 水 火水木水木木金土 木木金土日月 火日月 日 金土日月

1819 2021222324252627282914

	1 	2 	3 	4 	5 	6 	7 	8 	9 101112 15161713 171819 20212223242526272829

30

3014

	1 	2 	3 	4 	5

	2 	3 	4 	5

	6

	6

48-5000

22-5511

48-2610【山田昭夫】

12：30～16：30

  9：30～16：00

13：00～16：00

10：30～12：00

 ピアノ発表会

 ヤマハ音楽教室発表会

 葛城市寿連合会　老人福祉大会

 創業記念公開講演会  大村 崑 氏

 小井谷　ふみ子

 桜井誠文堂

 葛城市寿連合会

 株式会社イムラ封筒

展示室（マルベリーホール）

62-3339【増田】  フォト葛城40周年記念展 無　料 フォト葛城
期　　間 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

  9：00～17：00
（6/29は16：00まで）

木

	1

関係者

関係者

関係者

無　料

 69-2387

 0747-23-1313

 48-2811【高齢福祉課】

 69-3105【奈良新庄工場】

6

7

た
い
ま
ぶ
ん
か
か
い
か
ん

當
麻
文
化
会
館

え
い
が
か
ん
し
ょ
う
か
い

映
画
鑑
賞
会

平
成
20
年
6
月
8
日(

日)	

午
後
2
時
　

上
映

全
席
自
由
・
入
場
無
料

　
　

※

定
員(

5
0
0
人)

に
な
り
次
第
入
場
規
制
を

　
　
　

行
い
ま
す
。

　
　

※

お
問
い
合
わ
せ
　

葛
城
市
當
麻
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
4
5

｜

4
8

｜

5
0
0
0

新庄文化会館ステージオペレーターより

オペレーター体験参加者   募 集
　新庄文化会館ステージオペレーターとは、新庄文化会館での催し
の照明・音響・舞台設備などを担当するボランティアスタッフを言い
ます。今回、そのステージオペレーターの操作体験参加者を募集い
たします。
　あなたも一度、芸術の普及に携わる楽しみを体験してみませんか。
オペレーター一同心よりご参加をお待ちしています。

 　実　施　日　平成20年7月13日（日）13：00～
 　募集締切日　平成20年6月末日まで

【お申し込み・お問い合わせは　新庄文化会館　☎0745-69-4600】
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

	6 	7 	8 	9 101112 15161713 17

火水木木日 金土 木木金日月 火水 火水 水月 土 木木金土 木木金土日月 火 水木木火日月 日 金土日月

1819 2021222324252627282914

	6 	7 	8 	9 101112 151613 171819 20212223242526272829

30

3014 	2 	3

	1 	2 	3 	4 	5

	1 	2 	3 	4 	5

	6

	6	2 	3

	1 	2 	3 	4 	5

	1 	2 	3 	4 	5

	

図
書
館
だ
よ
り

6 月 の 新 着 図 書6 月 の 新 着 図 書6 月 の 新 着 図 書6 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

︻
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
︼

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

6
月
22
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

﹃
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

絵　

本
⋮
ス
モ
ー
ル
さ
ん
は
お
と
う
さ
ん

　

お　

話
⋮
だ
い
く
と
お
に
ろ
く

﹃
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

お　

話
⋮
王
子
さ
ま
の
耳
は
ロ
バ
の
耳

　

絵　

本
⋮
ね
え　

と
う
さ
ん

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

アジサイはなぜ七色に変わるのか？
花の色の不思議を科学する
武田幸作／著

　

花
の
色
を
作
り
出
し
て
い
る
四
大
色
素

か
ら
、
色
の
変
化
、
香
り
ま
で
、
花
に
ま

つ
わ
る
謎
を
解
明
。
特
に
色
に
つ
い
て
、

ア
ジ
サ
イ
の
色
変
わ
り
や
木
々
の
紅
葉
を

取
り
上
げ
、
色
素
の
働
き
や
仕
組
み
を
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。
植
物
や

科
学
が
好
き
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、
科
学
は

と
っ
つ
き
に
く
い
と
い
う
人
に
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
一
冊
で
す
。

　

文
字
、
羅
針
盤
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
人
類
の
歴
史
を
変
え
た
大
発
明

を
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
古

代
文
明
、
通
商
革
命
、
産
業
革
命
、
技
術

革
新
と
時
代
を
追
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
お

り
、
時
代
ご
と
に
有
名
な
発
明
家
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る

発
明
か
ら
読
ん
で
も
よ
し
、
歴
史
を
た
ど

り
な
が
ら
読
む
の
も
よ
し
で
す
。 みんなが知りたい！

「世界の大発明」がわかる本
プロジェクトＭ／著

新
庄
図
書
館
か
ら

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

　

新
庄
図
書
館
で
は
、
6
月
16
日
（
月
）

～
30
日
（
月
）
の
期
間
、
特
別
整
理
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
長
期
休
館
に
と
も
な
い
、
5
月

31
日
（
土
）
～
6
月
15
日
（
日
）
は
特
別

貸
出
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
貸
出
冊
数
は
お
１
人
10
冊
ま
で
、
返

却
期
日
は
7
月
5
日
（
土
）
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　関西を創造する 千田稔 ○
　偽装管理職 東京管理職ユニオン ○
　がんが転移・再発したときすぐに知りたいＱ＆Ａ 矢沢サイエンスオフィス ○
　鏑木清方　逝きし明治のおもかげ 倉田公裕 ○
　〈こころ〉の折り紙　仏像をつくる 河合敦子 ○
　わが人生の歌がたり　昭和の青春 五木寛之 ○
　黒龍江省から来た女 永瀬隼介 ○
　生命徴候（バイタルサイン）あり 久間十義 ○
　判事の家 橘かがり ○
　大阪ばかぼんど　ハードボイルド作家のぐうたら日記 黒川博行 ○
★「悪いこと」したら、どうなるの？ 藤井誠二 ○
★ギンヤンマ 中瀬潤 ○
★しゃかしゃかじゅうじゅう 若菜ひとし ○
★そらのおっぱい 大畑いくの ○
★ニューヨークのタカ　ペールメール ジャネット・ウィンター ○
★しろくまのアンヨくん 角野栄子 ○
★初恋アニヴァーサリー 名木田恵子　ほか ○
★渋谷ビター・エンジェルズ 横森理香 ○
★フィリッパ・ラズベリーのうた エヴァ・ビロウ ○
★ニック・シャドウの真夜中の図書館　1～ 3 ニック・シャドウ ○
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増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

6
月
1
日
（

日
）・
7
月
6
日
（

日
）

	
	

午
前
9
時
～
正
午

▼
場　

所
‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
7
5
3

▼
日　

時

‥

6
月
28
日
（

土
）

午
後
1
時
～
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先

	

ま
た
は
都
市
整
備
課
ま
で
。

増増
改改
築築
相相
談談

	

か
も
き
み
の
湯 

休
館
日
の
お
知
ら
せ

▼
休
館
日

‥

6
月
9
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

の
5
日
間

▼
所
在
地

‥

御
所
市
大
字
五
百
家
3
3
3
番
地

※
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
休
館
日

　

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
利
用

　

の
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

　

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
か
も
き
み
の
湯

 

☎
（
66
）
2
6
4
1
ま
で
。

	

若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

▼
日　

時

‥

7
月
1
日(

火)

午
後
1
時
～
5
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎
市
民
相
談
室

▼
対
象
者

‥

市
内
在
住
の
30
歳
ま
で
の
若

　

年
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
予
約
申
込
先

‥

商
工
観
光
課

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
。

若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

	

高
齢
者
作
品
展
開
催

■
高
齢
者
作
品
展

　

高
齢
者
の
生

き
が
い
と
健
康

づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
高

齢
者
作
品
展
を

開
催
致
し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
出
品
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▼
対
象
者

‥

市
内
在
住
で
満
60
歳
以
上
の
方

▼
種　

別 

‥

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
工
芸
・

高
齢
者
作
品
展
開
催

高
齢
者
作
品
展
開
催

	

消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

6
月
9
日
（
月
）

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
1
時
～
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎	

1
階
市
民
相
談
室

▼
日　

時

‥

6
月
23
日
（
月
）

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
1
時
～
4
時

▼
場　

所

‥

新
庄
庁
舎	

2
階
会
議
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

※
本
年
度
か
ら
、
毎
月
2
回
當
麻
庁
舎
と
新
庄

庁
舎
で
交
互
に
消
費
者
生
活
相
談
を
行
い
ま
す
。

當
麻
庁
舎

：

第
2
月
曜　

新
庄
庁
舎

：

第
4
月
曜

（
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
相
談
日

と
な
り
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
。

	

葛
城
市
納
涼
花
火
大
会

▼
主　

催

‥

葛
城
市
商
工
会
、
葛
城
市
納
涼

　

花
火
大
会
実
行
委
員
会

▼
後　

援

‥

葛
城
市
、
葛
城
市
観
光
協
会

▼
実
施
日

‥

7
月
20
日
（
日
）

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン

‥

午
後
4
時
30
分
～
8
時	

新
庄
第
2
健
民
運
動
場

▼
花
火
打
上
時
間

‥

午
後
8
時
～
9
時

▼
花
火
打
上
場
所

‥

屋
敷
山
公
園
一
帯

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
商
工
会

 

☎
（
69
）
8
0
1
9
ま
で
。

	
図
書
館
連
続
講
座 

第
５
回 

﹁
や
っ
ぱ
り
！
わ
ら
べ
う
た
っ
て
、
た
の
し
い
ぞ
!!
﹂
参
加
者
募
集

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
昔
か
ら
日
常
的
に

楽
し
ま
れ
て
き
た
「
わ
ら
べ
う
た
」
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
夏
」。
赤
ち
�
ん
か
ら
大
人
ま
で
、
相
手
を

選
ば
な
い
「
わ
ら
べ
う
た
」
を
、
ご
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日　

時

‥

6
月
15
日
（
日
）

	
	

午
後
2
時
～
3
時
30
分

▼
講　

師

‥

岩
出
景
子
さ
ん

	
	

（
野
の
花
文
庫
主
宰
）

▼
場　

所

‥

當
麻
図
書
館　

2
階
研
修
室

▼
対
象
・
参
加
費

‥

大
人
・
無
料

▼
参
加
申
込

‥

左
記
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

	
	

☎
（
48
）
6
0
0
0

　
　

ま
た
は
、
新
庄
図
書
館

	
	

☎（
69
）4
6
4
6
ま
で
。

図
書
館
連
続
講
座 

第
５
回 

図
書
館
連
続
講
座 

第
５
回 

﹁
や
っ
ぱ
り
！
わ
ら
べ
う
た
っ
て
、
た
の
し
い
ぞ

﹁
や
っ
ぱ
り
！
わ
ら
べ
う
た
っ
て
、
た
の
し
い
ぞ
!!!!
﹂
参
加
者
募
集

﹂
参
加
者
募
集

　

手
芸
・
写
真
の
6
種
目

▼
出　

品 

‥

作
品
は
、
1
人
1
点
と
し
、

　

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
作
品
規
格 

‥

特
に
無
し

▼
作
品
の
提
出
期
限

‥

7
月
25
日
（
金
）

▼
作
品
の
受
付
場
所

‥

高
齢
福
祉
課

▼
展
示
場
所

‥

ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
�
ン
2
階

▼
展
示
期
間

‥

8
月
1
日
（

金
）

～	

6
日
（

水
）

	
	

午
前
10
時
～
午
後
4
時

　

※	

8
月
4
日
（
月
）
は
休
館
日

■
第
37
回　

奈
良
県
高
齢
者
美
術
展

　

第
37
回
奈
良
県
高
齢
者
美
術
展
が
、
奈
良

県
文
化
会
館
に
お
い
て
、
8
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
美
術
展
へ
の
出
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
サ
イ
ズ
等
の
規
格
が
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
出
品
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
詳
細

を
定
め
た
出
品
規
定
書
を
お
渡
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
期
限
は
、
6
月
20
日
（
金
）
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
美
術
展
へ
の
出
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
1
点
1
、
0
0
0
円
の
出
品
料
が
必

要
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
�
ン
控
除
額
を
引
き
き

れ
な
か
っ
た
方
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に
入

居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民

税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
以
降
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
い
額
が
あ
る
方
で
、「
市
町
村
民
税　

道
府
県
民
税　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
申
告
書
」
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
�
ン
控
除
額
を
引
き
き

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
�
ン
控
除
額
を
引
き
き

れ
な
か
っ
た
方
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

れ
な
か
っ
た
方
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？
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平
成
20
年
度

      

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
︵
税
務
︶
試
験

▼
受
験
資
格

‥

昭
和
62
年
4
月
2
日
～

　

平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
試
験
の
程
度

‥

高
等
学
校
卒
業
程
度

▼
申
込
受
付
期
間

‥

　

6
月
24
日
（
火
）
～	

7
月
1
日
（
火
）

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
7
月
1
日
ま
で
の
通

　

信
日
付
印
有
効
）

▼
申
込
書
提
出
先

‥

人
事
院
近
畿
事
務
局

　

〒
5
5
3
ー
8
5
1
3

　

大
阪
市
福
島
区
福
島
1
ー
1
ー
60

　

☎	

06
（
4
7
9
6
）
2
1
9
1

▼
試
験
日
・
試
験
内
容

‥

（
第
1
次
試
験
）
9
月

　

7
日
（
日
）・
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

　
（
第
2
次
試
験
）
10
月
16
日
（
木
）
～
23
日
（
木
）

　

の
指
定
す
る
一
日
・
人
物
試
験
、
身
体
検
査

▼
合
格
発
表
日

‥
　

第
1
次
試
験
合
格
者
発
表
日	

10
月
9
日（
木
）

　

最
終
合
格
者
発
表
日	

11
月
13
日（
木
）

▼
試
験
地

‥

第
1
次
試
験
・
京
都
市
、
福
知

　

山
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、	

奈
良
市
、
和

　

歌
山
市
、
田
辺
市

　

第
2
次
試
験
・
第
1
次
試
験
合
格
通
知
書
で
通
知

▼
採
用
予
定
数

‥

約
55
名
（
近
畿
地
区
）

　
（
平
成
20
年
3
月
現
在
の
も
の
で
あ
り
、

　

変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
そ
の
他

‥

採
用
に
関
す
る
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.nta.go.jp)

「
採

　

用
案
内
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
　
　

☎　

06
（
6
9
4
1
）
5
3
3
1

　

ま
た
は
、
葛
城
税
務
署
総
務
課

　
　
　

☎　
（
22
）
2
7
2
1	

ま
で
。

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

      
      

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
︵
税
務
︶
試
験

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
︵
税
務
︶
試
験

      
      

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

の
分
析
調
査
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
既

存
の
民
間
建
築
物
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
の
分
析
調
査
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
建
築
物

：

市
内
で
多
数
の
人
が
利

　

用
す
る
民
間
の
建
築
物
（
店
舗　

診
療
所

　

事
務
所
な
ど
）
の
共
同
で
利
用
す
る
部
分	

※	

個
人
の
住
宅
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

▼
補
助
対
象
者

：

市
内
で
補
助
対
象
建
築
物

　

を
所
有
し
て
い
る
人
（
共
有
建
築
物
の
場

　

合
は
、
共
有
者
全
員
の
合
意
に
よ
る
代
表
者
）

▼
補
助
対
象
ア
ス
ベ
ス
ト

：

ひ
る
石	

パ
ー
ラ
イ
ト

　

な
ど
を
除
く
ア
ス
ベ
ス
ト
お
よ
び
ア
ス

　

ベ
ス
ト
含
有
建
材
（
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル	

な
ど
）

▼
補
助
対
象
経
費

：

1
カ
所
9
0
、
0
0
0

　

円
を
限
度
額
と
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調

　

査
に
要
し
た
必
要
経
費

▼
補
助
金
額

：

必
要
経
費
の
2
／
3

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

の
分
析
調
査
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

の
分
析
調
査
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

	

司
会
ア
ナ
ウ
ン
ス
講
座

　

生
涯
学
習
公
開
移
動
講
座

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
を
お
招
き

し
て
、
司
会
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
つ
い
て
の
、

基
本
的
な
注
意
点
と
話
し
方
の
指
導
を
行

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日　

時

‥

6
月
22
日
（
日
）

	
	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
2
階
中
研
修
室

▼
定
員

‥

20
名
（
先
着
順
・
市
内
に
お
住
ま

　

い
の
方
か
市
内
に
お
勤
め
の
方
優
先
）

▼
申
込
期
間

‥

6
月
1
日
（

日
）

～	

17
日
（

火
）

　

生
涯
学
習
課
（
當
麻
文
化
会
館
内
）
ま
で

　
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

▼
そ
の
他

‥

当
日
は
飲
み
物
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

	

違
反
簡
易
広
告
物
追
放
推
進
員
募
集

　

地
域
の
環
境
を
守
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
�

ア
で
活
動
し
て
く
だ
さ
る
推
進
員
を
募
集
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容

‥

路
上
の
違
反
簡
易
広
告
物
の
除
却

▼
参
加
資
格

‥

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

　

る
20
歳
以
上
の
方
で
3
人
以
上
の
団
体

▼
募
集
期
間

‥

6
月
30
日
（
月
）
ま
で

▼
そ
の
他

‥

除
却
活
動
に
必
要
な
道
具
類（
ヘ
ラ
、

　

ニ
ッ
パ
ー
、
軍
手
な
ど
）
を
市
が
貸
与
し
ま
す

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

違
反
簡
易
広
告
物
追
放
推
進
員
募
集

違
反
簡
易
広
告
物
追
放
推
進
員
募
集

 
平
成
20
年
度

  
﹁
中
途
失
明
者
等
生
活
訓
練
事
業
﹂

　

こ
の
事
業
は
、
中
途
失
明
者
等
の
視
覚
障

害
者
に
対
し
て
、
将
来
の
生
活
の
方
途
を
見

出
す
た
め
に
必
要
な
助
言
、
指
導
並
び
に
自

立
生
活
に
必
要
な
前
訓
練
と
し
て
の
歩
行

訓
練
、
コ
ミ
�
ニ
ケ
ー
シ
�
ン
訓
練
等
を
行

い
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

▼
事
業
主
体
等

：

実
施
主
体
は
、
奈
良
県

　

事
業
の
運
営
は
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
ラ

　

イ
ト
ハ
ウ
ス
視
覚
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

　

テ
ー
シ
�
ン
セ
ン
タ
ー
に
委
託

▼
対
象
者

：

奈
良
県
内
に
居
住
す
る
在
宅

　

の
重
度
の
視
覚
障
害
者

▼
訓
練
の
実
施
方
法

：

対
象
者
の
家
庭
に

　

指
導
員
を
派
遣
し
て
実
施

▼
経　

費

：

訓
練
を
受
け
る
た
め
の
経
費

　

は
、
県
が
負
担

　

た
だ
し
、
教
材
等
の
実
費
は
、
対
象
者
の

　

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
訓
練
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
7
月
11
日

　
（

金
）

ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
お
申
し
出

　

く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
予
定
人
数
を
上
回
っ
た
場
合

　

は
、
新
規
の
方
が
優
先
に
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

    
﹁
中
途
失
明
者
等
生
活
訓
練
事
業
﹂

﹁
中
途
失
明
者
等
生
活
訓
練
事
業
﹂

     

第
28
回
膠
原
病

 

医
療
講
演
会
と
医
療
相
談
会

▼
主　

催
：

全
国
膠
原
病
友
の
会
奈
良
支
部

▼
日　

時

：

6
月
29
日
（
日
）
午
後
1
時
か

　

ら
4
時
（
正
午
か
ら
受
付
開
始
）

第第
2828
回
膠
原
病

回
膠
原
病

 

医
療
講
演
会
と
医
療
相
談
会

 

医
療
講
演
会
と
医
療
相
談
会

 

医
療
講
演
会
と
医
療
相
談
会

 

医
療
講
演
会
と
医
療
相
談
会

▼
場　

所

：

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

5
階　

大
会
議
室

橿
原
市
大
久
保
町
3
2
0

－

11

▼
参
加
費

：

5
0
0
円（
会
員
外
の
資
料
代
）

▼
医
療
講
演

：

　
「
膠
原
病
の
現
代
の
治
療
と
合
併
症
」　

　

藤
本
隆
先
生（
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
）

▼
医
療
相
談

：
　

藤
本
隆
先
生（
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
）

　

井
上
隆
智
先
生
（
大
野
記
念
病
院
）

　

金
山
良
春
先
生（
金
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

▼
申
込
先

：
　

☎
・
FAX		

0
7
4
4
（

42
）
0
6
9
9		

（

大
森
方
）

（
注
）
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
6
月
25
日
ま

　

で
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。
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◆人口 ３５，９９９人 ◆世帯数 １２，５７２戸

◆男 １７，２９５人  ◆女 １８，７０４人 

             ２００８年５月１日現在

6月   June

　葛城市では、住民の皆さまの身近な相談窓口とし
て、人権擁護委員、行政相談委員、民生児童委員が
様々な相談に応じています。人権に関すること、登
記・道路・福祉・年金・保険など行政に関すること、
その他心配なこと、困っていることがありましたら
お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

●日時　6月 12日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　6月 19日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　6月 26日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課
	 	 	 	 ☎	69-3001
　　　　　　　社会福祉協議会	 ☎	48-3373

●日時　6月 19日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　6月 26日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
◎相談会場
　　　　大和高田市総合福祉会館・香芝市役所・橿
　　　　原市役所・王寺町地域交流センター・上牧
　　　　町保健福祉センター・桜井市中央公民館・
　　　　青垣生涯学習センター（田原本町）・宇陀
　　　　市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
　　　　下市町役場・大淀町役場
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
＊	日時等は、電話でご確認ください。


